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左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、令和6年度にお
ける取組の評価・分析を踏まえた取組
※交付申請時に変更した場合は、
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放課後スタッフの高齢化が著し
く、高齢のため放課後スタッフ
を辞める事由が増えている。対
象学年を絞っての実施や、開
催日数を減らすなどの対策を
講じた上で運営している。

地域・学校との連携を深め、ボランティアの
確保に繋げ、放課後子供教室での見守りや
支援の幅を広げ、実施日数を前年度より増
やす。
また、学校ごとに活動日数のばらつきがあ
るため、開催日数が少ない学校については
放課後子ども教室の活動日数を増やす。

スタッフが不足している放課後子供教室の
学校（2校）に協力を求め、スタッフ募集の通
知を保護者全員配付した。うち1校は数名か
らスタッフの応募があったが、開催回数を増
やせるまでの増員とならなかった。スタッフ
募集の方法を再検討する必要がある。

放課後子供教室の実施回数等
を増加することにより、勉強やス
ポーツ・文化活動、地域住民と
の交流活動等の体験を充実させ
ることができる。また、スタッフが
増えることで、新しいプログラム
の実施が可能となり、より充実し
た放課後の居場所づくりを行うこ
とができる。

スタッフ人数 63 人 80 86

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式


